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晩夏の候、貴社ますますご健勝のこととお喜び申し上げます。
⽇頃より温かいご⽀援を賜り、⼼より感謝申し上げます。

５⽉の「⼦どもの⽇⽀援」では、県内外の５１か所の⼦ども⾷堂や⽀援事業所にコノヒ
トカンをお届けし、多くの温かいメッセージをいただきました。
これもひとえに、⽀援企業の皆様のお⼒添えのおかげです。⼼より感謝申し上げます。

６⽉には「NEWSZERO」に取材していただき、全国放送で私たちの活動を紹介してい
ただく機会を得ました。多くの⽅々に知っていただけたことを、本当に嬉しく思ってお
ります。
また、第２回コノヒトカン１０００⽸プロジェクトでは、受賞チーム７チームが２０２
３年度の活動を無事に終え、素晴らしい成果報告をいただきました。彼らの努⼒と成果
に、⼼からの感謝の気持ちを伝えたいと思います。

コノヒトカンの歴史を振り返ると、2021年10⽉に規格外の⾷材を有効利⽤するため、
農家や事業者から買い取り、岡⼭県内の料理⻑さんたちにレシピ開発をお願いし、⻑期
保存が可能で⼿軽に⾷べられる⽸詰「コノヒトカン」を完成させました。
2022年には、この⽸詰を活⽤して、県内外の学⽣たちが⾃分たちの考えた社会課題解
決アイデアを発表し、実際に計画し⾃ら実践するソーシャルアクション型のコンテスト
「コノヒトカン1000⽸プロジェクト」を展開しました。

第１回の「コノヒトカン1000⽸プロジェクト」では、１２校から２９チームがエント
リーし、受賞した５チームがアイデアを具現化しました。その後、第２回では１２校か
ら５５チームがエントリーし、受賞した１０チームが様々な社会課題の解決に向けて取
り組んでいかれました。

そして今年度10⽉に開催いたします第3回「コノヒトカン1000⽸プロジェクト」には、
県外の⾼校2校や県内⼤学 3校を含む21校51チームエントリーして頂きました。
このコンテストをきっかけに、学⽣たちが社会の中で課題を⾒つけ、その解決に向けて
何をすべきか、⾃分には何ができるかを考え⾏動することで、未来を変えるのは⾃分た
ちが主役という事に気づいてもらいたいと思っています。
『コノヒトカン』の想いをより多くの⼈へ届け、誰でも気にかけ合える⼼豊かな社会を
⽬指し、未来を担う⼦どもたちのキャリア形成に繋がる取り組みを続けてまいります。

今後とも変わらぬご⽀援とご協⼒を賜りますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。

2022.11.19  第１回コノヒトカン1000⽸プロジェクト 2023.7.22 第2回コノヒトカン1000⽸プロジェクト

ご挨拶
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l2024年5⽉の⽀援報告

l活動の成果と進捗

♢第2回コノヒトカン1000⽸プロジェクト受賞チームの成果報告

♢メディア出演及び掲載および出前授業/講演

l ゆめのたね放送局ラジオのご紹介

l 第３回コノヒトカン１０００⽸プロジェクト出場チーム決定

lSpecial Thanks company



l2024年5⽉の⽀援報告

岡⼭県内11施設

児童養護
施設

県内外の⼦ども⾷堂
やフードパントリー

社会福祉
協議会

フードバンク岡⼭
チャリティーサンタ

NPO福祉
団体

出前授業や講演
1000⽸プロジェクト

⼩中⾼、
⼤学⽣

Sustainableな社会への貢献を加速し、さらにフードロス削減を推進するために。そして、このSustainable
な⽸詰「コノヒトカン」が、ひとりでも多くの貧困な⼦供たちに無償で届けられることを、私たちは⼼か
ら願っています。企業様の温かい⽀援は、⼦供たちの明⽇を照らし、希望の光となります。⽀援の輪は広
がり、共に⼿を取り合いながら、より多くの笑顔を作り出しています。

2021年 28か所
2022年 42か所

2023年 76か所
next2024年クリスマス

2024年5⽉ 51か所



• 備中地区
【倉敷】ひろばわたぼうし ⽟島/NPO法⼈ゆうしん ⽟島/みなたま⾷堂 ⽔島/多世代交流ゆいまーる倉敷

/ てらかふぇ 倉敷/天理教窪屋教会⼦ども⾷堂 倉敷/こどもしょくどう みなみんち 倉敷 /福茶
屋 真備/カレーライスの会 真備/にこにこ家 真備/悠楽⼦ども⾷堂 ⽔島/連島こども⾷堂おはな 
⽔島/さわやか⼦どもカレー ⽔島/たんぽぽカフェ ⽔島/こども⾷堂めぐりあい ⽔島/寺⼦屋
まぁる 児島/みんなの⾷堂（まこと舎）倉敷/呉妹地域⾷堂 真備

【総社】そうじゃ⾷堂くうねるあそぶ/きたっこ
【浅⼝】⼣やけ⼦ども⾷堂実⾏委員会/鴨⽅みんなのおウチ
【笠岡】NPO法⼈エブリイハートより道キッチン/たーくん家/キッズルームゆめ運営委員会/⼦ども⾷堂

なっちゃん/社会福祉法⼈笠岡市社会福祉協議会

• 備前地区
ん/たいようこども⾷堂/ハレまち こども⾷堂/みんなの⾷堂たかしま/操明みんなの⾷堂/社会福祉法⼈⽣

き活き館 ひかり街⾷堂/みんなのたのしいひろば/うのっこ⾷堂運営委員会/⼟⼿根っ⼦/⼦ど
も⾷堂ひだまり/⼦ども⾷堂 みんなの広場 うらやす/学習サポート教室LaLa/こども⾷堂ララ/
芳明みんなのキッチン/藤⽥⼦ども⾷堂運営委員会 /岡⼭ライオンズクラブ

• ⽯川県

能登半島地震被災地へ

l2024年5⽉の⽀援報告



〜⽸詰から始まる物語〜

２０２３年７⽉２２⽇「第２回コノヒトカン１０００⽸プロジェクト」で受賞されました⾼校⽣７チームの皆様には、
コノヒトカン1000⽸に詰まった想いのバトンをそれぞれのアイデアに乗せてスタートしていただきました。

h"ps://www.youtube.com/watch?v=P6FQgEXOWGQ

第２回コノヒトカン1000⽸
プロジェクトダイジェストムービー

l活動の成果報告 〜第2回コノヒトカン1000⽸プロジェクト受賞チームのご報告〜



l活動の成果と進捗 〜第2回コノヒトカン1000⽸プロジェクト受賞チームのご報告〜

①岡⼭県教育⻑賞
⾼校名：岡⼭県⽴⽮掛⾼等学校
チーム名：やかげ学チーム
発表タイトル：コノヒトカンを給⾷に

②岡⼭市SDGｓ・ESD賞
⾼校名：倉敷市⽴⽟島⾼等学校
チーム名：「⼼のわらしべ⻑者」ＩＮ⽟島
発表タイトル：誰も置き去りにしない学校教育を

不登校児童⽣徒を対象にした活動として、以下のイベントを実施しました。10
⽉21⽇にIDEA R LABで15⼈参加の不⽤品交換会、11⽉11⽇にMaterial Library
で7⼈参加の空き⽸デコレーション、2⽉2⽇には倉敷市⽴⽟島⾼等学校で50⼈
参加の交流会を⾏いました。

これらの活動では、課題解決型学習の⼀環としてコノヒトカンを活⽤し、⽣徒
が⾃主的に意⾒を出し合い、主体的に参加できる場を提供しました。教師の役
割は地域リソースの活⽤や経費の捻出にとどめ、⽣徒のアイデアの実現をサ
ポートする形で関わりました。また、アフターフォローも充実しており、受賞
チームへの継続的なバックアップやSNSでの広報など、学校外からの⽀援も⼤
きかったです。これにより、⽣徒たちは⾃信を持ち、積極的に⾏動する姿勢を
育みました。次回の1000⽸プロジェクトに向け、地域の課題解決を⽬指し、さ
らに活動を続けていきます。

2023年10⽉26⽇に川⾯⼩学校と⼭⽥⼩学校、11⽉9⽇に中川⼩学校、30⽇に⽮掛
中学校で活動を⾏いました。対象は⼩学⽣（5・6年⽣）と中学1年⽣で、コノヒ
トカンの活動内容や⽮掛町の学校給⾷の残量に関するクイズを実施しました。動
画やお茶葉、「やかっぴー」のぬいぐるみを使って説明し、中学⽣には給⾷の残
量が社会問題とどう関連するかを具体的に説明しました。調理実習やアンケート
も⾏い、参加者の給⾷に対する意識向上を図りました。

活動を通じて、コノヒトカンのコンセプトが地球温暖化などの社会問題を個⼈の
関⼼事として考えるきっかけとなり、学校ごとの残量提⽰でフードロス問題を⾝
近に感じさせました。⾼校⽣の参加も⾃発的な参加を促進しました。アンケート
結果からは、フードロスと地球温暖化の関連性の理解が深まりましたが、残量が
ゼロに達していないことが今後の課題として残っています。持続可能な取り組み
を進め、地域全体での意識向上を⽬指していきます。

報告

成果

報告

成果



l活動の成果と進捗 〜第2回コノヒトカン1000⽸プロジェクト受賞チームのご報告〜

③地域の未来デザイン賞
⾼校名：岡⼭県井原市⽴⾼等学校
チーム名：みんなの給⾷室
発表タイトル：みんなの給⾷室PROJECT

④⽀援企業賞
⾼校名：朝⽇塾中等教育学校
チーム名：Give Dream Food Asahi
発表タイトル：こどものなみだに⾚信号

2023年7⽉から8⽉にかけて、くぼ観光農園様より提供された規格外野菜を児童
養護施設の南⾕育成園に届けました。8⽉17⽇には同園の幼児クラスで紙芝居
を通じて野菜について伝えました。9⽉18⽇には炊き出し訓練に参加し、⾮常
⾷「コノヒトカンカレー」を調理しました。2024年1⽉からは、朝⽇塾中等教
育学校とくぼ観光農園様でカボチャの苗を植えるために畑を耕しました。2⽉4
⽇には南⾕育成園で絵本の読み聞かせと交流会を⾏いました。

活動を通じて、コノヒトカンが⾷品ロスと貧困問題の解決に貢献できることを
実感しました。また、農業体験を通じて⼦どもたちに⾷や⾃然への関⼼を⾼め
ることができました。絵本の読み聞かせや防災訓練、交流会を通して、社会問
題の解決に向けた取り組みを進めました。
取り組みの成果として、⼦どもたちは農業や⾃然との触れ合いを通して⾷の⼤
切さを学びました。カボチャの栽培を通じて⾷育の楽しさを体験し、「⾷」に
対する興味を持つようになりました。今後は、8⽉にカボチャを収穫し、栄養
豊富な料理を通じて⾷と農業の魅⼒をさらに伝えたいと考えています。循環型
システムの構築を⽬指し、⾷品ロス軽減と⾷の喜びを広める活動を続けていき
ます。

2023年9⽉15⽇、学校の家庭科室で昼間部2年⽣有志4名と共におにぎりの試作
とコノヒトカンの試⾷を実施しました。9⽉22⽇にはタコライスの試作と配布
計画を⾏い、10⽉24⽇には渡り廊下でおにぎりとビスコッティーを配布しまし
た。10⽉26⽇にはコノヒトカンとボランティア活動について発表し、市⻑室を
訪問。11⽉15⽇には夜間部⽣徒とおにぎり作りを⾏いました。
11⽉27⽇には瀬⼾南⾼校の⽣徒との交流で互いの活動報告を⾏い、⽯川への募
⾦活動にコノヒトカンが活⽤されたことも報告しました。11⽉29⽇には学校運
営協議会内でタコライスと活動について発表。12⽉1⽇にはクリーン運動に参
加し、⽸とお⽶を配布し紹介パンフレットを作成しました。

12⽉8⽇には夜間部2年⽣に⾷事を提供し、絵本『ナツくんのおべんとうばこ』
を紹介。12⽉9⽇には地域の⼩学⽣に⽸とお⽶をお⼟産として配布。12⽉16・
17⽇には東京でボランティアスピリットアワードに参加し活動を発表。12⽉21
⽇には夜間部⽣徒にコノヒトカンを使った料理を提供。1⽉12⽇には1年⽣に⽸
とお⽶、パンフレットを配布し、1⽉24⽇には1年間の振り返りとありがとうの
会を実施しました。これらの活動を通じて、⽣徒たちの成⻑を促進し、感謝の
⾔葉を多く受け取ることができました。来年度は栄養バランスの取れた⾷事提
供を⽬指し、おかずやスープを中⼼とした活動を展開していく予定です。

報告

成果

報告

成果



l活動の成果と進捗 〜第2回コノヒトカン1000⽸プロジェクト受賞チームのご報告〜

⑤想いのバトン賞
⾼校名：岡⼭県⽴林野⾼等学校
チーム名：未来へ繋げ隊
発表タイトル：〜広まれ、世界へ！届け、明るい未来へ！〜

⑥コノヒトカン賞〜未来
⾼校名：岡⼭県⽴⽮掛⾼等学校
チーム名：yako探求チーム
発表タイトル：若い⼈が率先して動こう！

⽮掛⾼校の視聴覚教室で開催されたRHRフェスでは、⻄⽇本豪⾬の影響を振り返
り、防災意識を⾼める機会が提供されました。参加者は消防団員の話を聞き、グ
ループでのトークセッションを通じて災害時の経験や思い出を共有し、将来の⾏動
計画を考える時間となりました。その後、コノヒトカンを⾷べながら意⾒交換を⾏
い、感謝や後悔の気持ちを整理しました。

活動を通じて、防災意識向上や地域コミュニティの結びつき強化にコノヒトカンが
役⽴つと実感しました。また、中⾼⽣の地域参加意識の低さや防災教育の不⾜を認
識し、地域との対話や防災意識の啓発を促進する必要性を感じました。
成果として、参加者から今後の災害に対する備えの必要性が共有され、防災意識が
確実に⾼まりました。今後もこのような活動を継続し、防災に関する理解を深め、
地域社会の絆を強固にしていきたいと考えています。

2024年2⽉9⽇、奈良県橿原市の「げんきカレー」に未来チケットのアイデアを参考
にして70⽸を寄贈し、県や⾃治体を超えた⽀援の輪を広げました。また、令和6年3
⽉28⽇には特定⾮営利法⼈「地域⽣活⽀援センターみまさか」と協⼒し、美作市で
⼦ども⾷堂のイベントを開催しました。

このイベントでは「ツリーハウス美作粟井教室」と連携し、地域コミュニティの⽀
援に貢献しました。
活動を通じて、SDGsへの意識とプレゼンテーションスキルの向上を実感し、他校の
取り組みから新たな発想も得ました。成果として⾃⼰のプレゼンテーション能⼒の
向上とSDGsへの意識深化が挙げられますが、地域や県外の協⼒者との連携には課題
もありました。
今後は、未来チケットの改善を⽬指したアプリ開発やコノヒトカンを活⽤した意識
調査を計画し、さらなる社会貢献を⽬指します。

報告

成果

報告

成果



l活動の成果と進捗 〜第2回コノヒトカン1000⽸プロジェクト受賞チームのご報告〜

⑦コノヒトカン賞〜想い
⾼校名：岡⼭⾼等学校
チーム名：スパイダーず4期⽣
発表タイトル：パートナーシップで広げるコノヒトカンストーリー

8⽉2⽇・3⽇に開催されたおかやまSDGsフェアでは、岡⼭コンベンションセンター
に出展し、コノヒトカンを活⽤した⽀援事例を紹介しました。防災⾷としてニクカ
ン×マッシュポテト、ニクカンスープ、サカナカンまぜごはんを販売し、多くの来場
者に体験してもらいました。12⽉9⽇・10⽇にはイオンスタイル岡⼭での⾥海⽶「ツ
バサクラ」の店頭販売イベントに参加し、試⾷ブースでニクカン・サカナカンを提
供しました。
3⽉9⽇には岡⼭県⺠パラスポーツ⼤会に参加し、副賞としてニクカン・サカナカン
を提供し、表彰式で活動報告を⾏いました。

これらの活動を通じて、コノヒトカンが社会課題に関⼼を持つ⼈々をつなげること
を実感しました。SDGsフェアやパラスポーツ⼤会では参加者の理解が深まり、イオ
ンスタイル岡⼭での試⾷販売はコノヒトカンの認知を広げる良い機会となりまし
た。

1000⽸プロジェクト
コノヒトカン×SDGｓ・ESD

報告

成果



l活動の成果と進捗 〜メディア出演及び掲載〜

２０２４ ０５／０９ 【⼭陽新聞】⼀般社団法⼈コノヒトカンの活動を掲載していただきました。

０５／１２ 【⼭陽新聞】「第３回コノヒトカン１０００⽸プロジェクト」の開催募集の記事を掲載していただきました。

０５／１９ 【ＯＨＫ】岡⼭放送のニュースで５⽉⽀援（岡⼭市北区にある、たいよう⼦ども⾷堂さんでの⽀援の様⼦）が放送されました。

０５／２０ 【ＯＨＫ】岡⼭放送「なんしょん？」にて「第３回コノヒトカン１０００⽸プロジェクト」のエントリー募集を番組内にて放送していただきました。

０６／０７ 【⽇本テレビ】ＮＥＷＳＺＥＲＯにてコノヒトカンの活動を紹介していただきました。

２０２４ ０４／０９ 【講演】倉敷瀬⼾内ロータリークラブ様にて卓話

０４／１０ 【講演】岡⼭ロータリークラブ様にて卓話

０６／１２ 【出前授業】ＥＳＤ・ＳＤＧＳ出前授業／岡⼭市⽴横井⼩学校６年⽣

０６／２０ 【出前授業】ＥＳＤ・ＳＤＧＳ出前授業／岡⼭市⽴富⼭⼩学校６年⽣

０６／２８ 【講演】 〜国際キワニスクラブ〜岡⼭にて卓話

０７／１２ 【出前授業】ＥＳＤ・ＳＤＧＳ出前授業／倉敷市⽴⽟島⾼等学校

０９／１１ 【出前授業】ＥＳＤ・ＳＤＧＳ出前授業／岡⼭市⽴浦安⼩学校

l活動の成果と進捗 〜出前授業/講演〜





第3回コノヒトカン1000⽸プロジェクト本⼤会出場校

主催：	⼀般社団法⼈コノヒトカン
助成：福武⽂化振興財団
後援：	岡⼭県・岡⼭市・倉敷市・笠岡市・井原市・総社市・真庭市・浅⼝市・⽮掛町・⻄粟倉村 岡⼭県教育委員会・倉敷市教育委員会
・⽟野市教育委員会・笠岡市教育委員会・浅⼝市教育委員会・岡⼭ESD推進協議会 ⼭陽新聞社・	OHK岡⼭放送・RNC⻄⽇本放送・RSK⼭陽放送

1	 			岡⼭県⽴岡⼭芳泉⾼等学校：とっとりちゃんず
2 明誠学院⾼等学校：ぬきーｚ
3 作陽学園⾼等学校：チームさくよう
4	 			岡⼭県⽴瀬⼾⾼等学校：総探33班
5 岡⼭県⽴⽮掛⾼等学校：⽮⾼の愉快な仲間たち
6	 			岡⼭県⽴⽟野光南⾼等学校：たすけAーI♡
7	 			岡⼭県⽴倉敷古城池⾼等学校：チーム古城池
8	 			倉敷市⽴⽟島⾼等学校・⼩松⼤⾕⾼等学校（⽯川県）：
										岡⼭から⽯川へ「繋ごう⼤きな夢のバトン」
9	 			朝⽇塾中等教育学校：コノヒトカンでトモニユコ
10 岡⼭県⽴⽟野光南⾼等学校：えすじー
11	 倉敷⾼等学校：仁道カン
12	 岡⼭県⽴林野⾼等学校：もち⻨娘？リターンズ

13	 ⼩松⼤⾕⾼等学校（⽯川県）：チームたにこー
14	 岡⼭県⽴津⼭商業⾼等学校：津商⾷材リバイバーズ
15	 岡⼭県⽴⽮掛⾼等学校：YKG地域連携隊2代⽬
16 ⼭陽学園⾼等学校：⼭陽学園⾼等学校JRC部
17	 中国デザイン専⾨学校	デザイン⾼等課程：コート―カテー
18	 栃⽊県⽴⽮板東⾼等学校（栃⽊県）：リベラルアーツ同好会Progress

19	 岡⼭県⽴⻄⼤寺⾼等学校：⻄⾼カテクラ
20	 倉敷⾼等学校：チーム倉敷
21	 岡⼭⼤学	医学部：コパカン
22	 岡⼭商科⼤学産学官連携センター：OSU未来創造プロジェクト
23	 IPU環太平洋⼤学	経済経営学部	：このひと⼿
24	 岡⼭商科⼤学 経営学部：松本ソナム



ゆめのたね放送局ラジオ
〜この⼈と、このひと時間・・・〜 毎週⽇曜⽇１９時３０分

2024/04/07： 8年前、⼈⽣の絶望期を経て ⼈⽣の扉を開けた決断♡「怖いことに挑戦してみよう！」 挑戦して⾒つけた⽷島さんの答えとは⁉

NPO法⼈K U K K A (クッカ) 副代表 ⽷島百⼦様

2024/04/21； ⼦ども⾷堂を倉敷市で毎週開催されている「⼦ども⾷堂めぐりあい」⼼豊かなところへ！

NPO法⼈めぐりあい 代表理事 池上輝明さん スタッフ 船越恵さん

2024/05/05： 教えて！和⽥さん♡「公益財団法⼈ 福武教育⽂化振興財団」のサポートってどんなものがあるんですか？学⽣にもチャンスがある話。
ちゃ んと伺ってまいりました♡

公益財団法⼈福武教育⽂化振興財団 和⽥広⼦様

2024/05/19： ⾼校の中での地域活動コーディネーターの役割とは？ 「⽮掛のキャサリン」が伝えるメッセージ♡

⽮掛⾼校地域活動コーディネーター 奥村美恵様

2024/06/02： 昨年の「第2回コノヒトカン1000⽸プロジェクト」で"岡⼭県教育⻑賞"を受賞したチームリーダー野宮くん 
🥫 コノヒトカンと関わって…変わった事。ぜーんぶ欲張りに聞いちゃいました♡

⽮掛⾼校卒業⽣ 野宮康⽣様

2024/06/16： 倉敷の豪⾬災害〜🥫 コンテストに出るまで…沢⼭のドラマが詰まった物語を聞かせていただきます♡

⽮掛⾼校卒業⽣ 坂本多佳来様

2024/07/07： 障がい者のお仕事を創る事を⽬標にお仕事をされているむっちゃん！ほねぬき×コノヒトカンが社会にできること。。。

株式会社ほねぬき代表 福⽥睦様

この番組では、コノヒトカンプロジェクトに関わって下さった⽅々をお招きしゲストの⽅の熱い想いと共に
コノヒトカンという⼩さな⽸詰に関わった⼤⼈たちの物語をご紹介させて頂きます。

リンクQR→



• くらしき⽩壁
岡⼭県倉敷市阿知3-9-1 あちてらす倉敷北館

• 錦と吟
岡⼭県岡⼭市北区柳町2-10-4 エバーグリーン柳町 107

• 中華そば近藤
岡⼭県都窪郡 早島町前潟528-1

• フード＆ドラッグひまわり下中野店
岡⼭県岡⼭市北区下中野342番101

• ⾷の家まつおか
岡⼭県倉敷市阿知2-21-12

• ザ・マグリット
岡⼭県岡⼭市北区丸の内1-5-8

• 宮下酒造
岡⼭県岡⼭市中区⻄川原184

• せとうち児島ホテル
岡⼭県倉敷市下津井吹上303-53

• IWADO BASE イワドベース合同会社
⿃取県⿃取市福部町岩⼾１−１

コノヒトカンの⼀般販売
コノヒトカンのレシピ制作に

関わったシェフの⽅々の店舗を中⼼に

コノヒトカンの活動や想いを届ける為、

⼀般販売を開始いたしました。

〜⽇本の素晴らしいを、岡⼭からもっと世界に〜

ショッピングサイトはこちら

https://imall-japan.com/


「フードロス」・「貧困問題」解決のために作られた「コノヒト
カン」は、「⼼の貧困」で⾃分も他⼈も⼤切にできない⼈々が増
えている世の中を変えていこうと、⼤⼈たちがそれぞれの強みを

活かし出来上がった世界⼀あったかい⽸詰です。たくさんの想い
が詰まっているストーリーを伝えることで、⼦どもたちや学⽣が
⾃ら⾏動を起こせるきっかけを提供してきました。
2021年に始まったコノヒトカン1000⽸プロジェクトは、学⽣た
ちの想いやアイデアを「コノヒトカン」を使って社会で実際に実

⾏する普通のコンテストとは異なるコンテストです。今年で第3
回を迎え2025年の第4回では、⽂部科学省の後援を得て⼤々的に
全国へと展開していきます。

またかねてから要望があった「コノヒトカン」の⼀般販売やイン

ターネットでの販売が始まり、想いに賛同した個⼈が気軽に「コ
ノヒトカン」を⼿に取って購⼊できるようになりました。私たち
は、「コノヒトカン」がもっと⾝近なものになり、たくさんの

⼈々に知っていただけるよう発信していきます。
「コノヒトカン」の活動は、企業や教育関係者、地域社会と連携
しながら、⼦どもたちの明るい未来のために進化を続けます。新

たな取り組みやアイデアを取り⼊れ、⼦どもたちが⾃主的に社会
貢献活動に参加できる環境を整えていきます。皆様のご⽀援とご
協⼒を得て、「コノヒトカン」はこれからも多くの⼈々に温かい
希望を届けていきます。

誰もが気にかけあえる⼼豊かな社会を⽬指して！
引き続きどうぞよろしくお願いいたします。

【⼀般社団法⼈コノヒトカンの展望】

⼀般社団法⼈コノヒトカン
代表 三好 千尋



Special Thanks company

⽇⽴建機⽇本株式会社 岡⼭営業所 井上⽯材株式会社   株式会社トマト銀⾏  

⼤同印岡⼭⼤同⻘果株式会社  いすゞ⾃動⾞中国四国株式会社岡⼭、⿃取⽀社 倉敷⽀店

株式会社暁⼯業  セーラー広告株式会社  株式会社ほねぬき 税理⼠法⼈おかやま創研

株式会社森⼭有限会社 焼⾁みやび  


